
大阪府在住

1995 大阪生まれ
2021- アートスペースIKUHART企画参画
現在 大阪・兵庫を拠点に制作

[主なグループ展]
2020 TAMA VIVANT Ⅱ2020 多摩美術大学八王子キャンパス 東京
2022 育波芸術祭2022 五斗長垣内遺跡 兵庫

[個展]
2020 徴表 ギャルリー東京ユマニテbis 東京
2021 境界の境界線 金生丸倉庫 兵庫
2023 土、鉄あるいは身体について 土のミュージアムSHIDO 兵庫
2026 10月開催予定 NAZUKARI WAREHOUSE 千葉

実物サイズ H492×W170×D170㎝
実物重量 約1700㎏
実物素材 鉄、コールテン鋼

身体像について / On the Body Image
川野昌通 / KAWANO Masamichi

作家略歴

2026年
4月 構造概略検討
5月～8月 鋼材購入業者の選定(合い見積もり、在庫確認等)
9月～12月 鋼材注文、制作機材調達

2027年
1月～3月 本制作
4月～8月 本制作、組み立て最終確認
9月 搬入

制作スケジュール

身体をひとつのかたまりではなく、いくつもの重なりとして
とらえ直す作品です。重ねられた鉄の層は、身体を形そのも
のではなく、記憶や感じたこと、時間の積み重ねとして見せ
ています。すきまをもって配置されたかたちは、ふだんは見
えない時間や感覚を浮かび上がらせます。また、作品は周囲
の風景や街の大きさと関わりながら、人の身体のあり方を考
えさせます。重さのある鉄と、目には見えない経験とが重な
り合うことで、新しい身体のイメージを生み出そうとしてい
ます。

制作にあたっての思いや鑑賞者へのメッセージなど

IKUHART企画／兵庫県
大阪芸術大学／大阪府

制作場所
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2026年4月 作品設置イメージ提出 －作品調書図面より抜粋

5月 鋼材購入業者の選定

［立体図正面］

［側面図］ ［構造図］

［平面図］



模型をつくるための図面の一部



制作によく使う道具の一部



鉄板切断の様子



折り曲げた鉄板の前で撮影

今回の作品とは寸法・板厚・切断方法・折り曲げ方等、異なります。

※この写真は過去作品の一部です。


